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1 はじめに

海上保安庁水路部では，地震F知言j・［聞のー環とし

て南関東地区において地殻変動監視観測を実施して

いる

本稿では，平成12年 6月26口からの三宅島火山噴

火活動及ひー平成12年 7月1日からの神津島近海にお

ける地震活動に伴う三宅島験湖所GPS罰定観測点

及ひか神津島験湖所GPS同定観測点における地殻変

動駈視観測について報告する．

観測点の自己置について第 I図に示す．

2 三宅鳥験潮所GPS固定点について

二宅島験湖所GI弔問定点は三宅島阿古漁港内の

三宅島！投i朝l所屋上にレドームに覆われた GPSアン

テナが設置してあり，験潮所犀.I付lこGPS受信機等

の機器が設置してある．

下

GPS機器は商刑電i原を使用し， NTTの電話回線

(ISDN）を｛重用してデ タのダウンロードを4干し～

24時間データの解析によるほぽリアノレタイムの観測

を実施している目

第l図三宅島及び神津島における GPS頂1）点配置図

Fig. 1 Location map of the GPS stations in 
Miyake-jima and Kozu-shima目

平成12年 6月26日の三宅島緊急火山情報以降は 3

時間データによる解析を並行して実施した．平成12

年 9月初めより断続的に停電となったため， GPS
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機器をバッテリーにより駆動し，データはノート ！＼＇i

パソコンに収録して観測を紋続することとした．

その後商用電源，電話同線ともに復旧したため元

の銃測体勢に戻したが，電初、については再度，継続

的に停電となったため，平成12年10月13日からは，

定期的なバッテリー交換作業により，観測を続行し

た．

平成12年12月18LI～19日には験潮所屋上に太磁電

池電力供給装置を設置し，それ以後は同装置により

受信機を稼働した．

平成12年12月末に電話回線が停止することとなっ

たため，平成12年12月22Fl以降は観測データを長信

機に潟め込み，定期的に現地においてデータのダウ

ンロード作業を実施するとともに，データ収録問備

を30秒から60秒に変史した

平成13年6月21日に電話回線が復旧し，現荘は商

用電源及び電話回線を使用して観測を継続している．

平成13年 1月米以降の欠測については，三宅島験

海i所 GPS受信機の機器故障及び水路部設置の GPS

処理システムの故燈によるものである．

この間の三宅島・神津島における作業について，

第1表にま Eめた．

3 観締結果

三宅島験潮所GPS固定点（阿古漁港）の観測結果

を第 2図に，神津島験i有！所GPS固定点（神津島港）

第 l表三宅島及び神津島における作業概要

Table 1 Outline of the observation work at 

Miyake-jima and Kozu-shima. 

B 程 作案実施者 作案内容

平成12年7月12日 加疎開 神津島民潤同位置控匝作業＇＂日まで）

平民12年9月且日 河合晃司 一宅島接調所バッテリ 及びパソコン詰置

平成12年9月15日 河合晃司、偲上高広 一宅島，tソコン回収、商用電車にて運用金

平成12年10月13日 河合晃司 商置）用作電案車停止のためー宅島パッテリ 交控（設

平成12年10月四日 笹原昇、伺上高広 一宅島バッテリ 交換作業

平成12年11月8日 小山麓 ー宅島バッテリ 交換作業

平成12年11月24日 小山東 ー宅島バッテリ 交換作業

平成12年11月24日 佐久間和人 一宅島バッテリ 交陸作業

平成12年12月5日 川田光男 一宅島バッテリ 交担作案

平成12年12月18日 小山商 一宅島9日太ま陽で電）迫電力供給装置担置作業（立ち会

''・ 1 
平成12年12丹23日 （水路部庁舎にて実権）

電侵ロ話灘ド回をす実線る除不こ、通とデとJとーなすタるるは3定0期秒収的録，，現をω地砂こ収てダ録ウとしン

平成13年1月24日 笹原男 一宅島周到デヲダウンロド

平成13年3月日目 表野慶太 三宅島間到ヂ.ダウンロ ド

平成13年4月178 笹原美 一宅島臨調子空ダウン口ド

平成13年5月25日 河合晃司 ー宅島問剥デヲタウン臼ド

平成13年6月21日 （水路都庁舎にて実施） 電観話回同旧慣1白、太閤電池及び電話団組による
制復＠
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の観測結来を第3閃に示す．

得られたデータの解析は，南伊立験湖Iii/「GPS固

定観測点を基点とし，精密基線解析ソフトウェア

Bernese Ver. 4. 0により速報廃（COP暦）を使用し

て行った．関!f1のデータのばらつきが大きく見られ

るところは 3時間ことの解析によるもので，それ以

外は24時間ごとに解析した結果である

(1）南伊忌三宅島恭線（第2関）

(a）斜距離平成12年 6月26日～27日の間に25cm

伸張した．その後，収縮に転ヒ， 8月半ばの

時点で約15cml収縮した．それ以降は，わずか

に伸張傾向にあるが，ほとんど変動はみられ

ない．

(b) 東西／jl古l 平成12年 6月26日～27日の間に凶

へ約lOcm変動した．その後反転し， 9月初旬

までに東へ約25cm変動した．それ以降は，わ

ずかながら東に変動する傾向が見られる．
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第2岡 三宅島における GPS連続観測結果

Fig. 2 Results of continuous GPS measurements 

in Miyake-jima. 
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第3図神津島における GPS連続観測結果

Fig. 3 Results of continuous GPS measurements 

in Kozu shima. 

(c）南北方向・平成12年 6月初日一27日の問に南

へ約35cm変動した．その後反転し， 9月初旬

にかけて北へ約45cm変動した．それ以降は，

わずかながら北に変動する傾向が見られる．

(d）上ド方向平成12年 6月初日～27Rの間に約

lOcm隆起した．その後反転し 9月初旬にか

けて約55cm沈降した．それ以降も沈降傾向に

ある．

(2）南伊原神津島基線（第 3図）

平成12年 7月1日の地震発生後から 8月末まで，

fif距離は約5日刊11張，東丙方l白jは西ヘポJ45cm，市北

方向は南へ約25cm，上ド方向は｜へ約20cm変動し

た． 9月以降は，斜距離は1'11張傾向，東西方向は西

に変動傾向，巾二jt)j向は雨に変動傾向， 上下方向は

隆起傾向にある．
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